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49 ニーバーの「キリスト教現実主義」をめぐって

ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て

古　

屋　

安　

雄

キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
と
の
出
会
い

私
が
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
に
個
人
的
に
会
っ
た
の
は
、
一
九
五
三
年
頃
で
彼
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
て
休
ん
で
い
た
と
き
で
あ
っ

た
。
当
時
、
私
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
神
学
生
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の
神
学
生
で
あ
っ
た
姉
が
、
ニ
ー
バ
ー
夫
人
の
手
伝
い
（
ア
ル
バ
イ

ト
）
を
し
て
い
た
。
姉
に
会
い
に
行
っ
た
際
に
、
ニ
ー
バ
ー
と
一
緒
に
食
事
を
し
、
親
し
く
話
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

数
年
後
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ケ
グ
リ
と
ブ
ラ
ド
ー
ル
の
編
集
し
た
ニ
ー
バ
ー
研
究
論
集
『
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
』

（C
harles W

illiam
 K

egley and R
obert W

. B
retall, eds. R

einhold N
iebuhr: H

is R
eligious, Social, and Political T

hought, 1956

）

に
、
ニ
ー
バ
ー
自
身
が
神
学
者
と
呼
ば
れ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
と
書
い
て
い
た
が
、
当
時
の
彼
は
政
治
学
、
と
く
に
国
際
政
治
に
没
頭
し
て

い
た
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ
は
た
び
た
び
訪
れ
た
彼
の
書
斎
を
見
た
私
の
印
象
で
も
あ
っ
た
。
書
棚
に
あ
っ
た
神
学
書
と
い
え
ば
バ
ル
ト
の

『
教
会
教
義
学
』
一
冊
だ
け
、
し
か
も
、
う
す
い
Ⅲ
／
4
だ
け
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
著
作
で
い
え
ば
、
前
年
の
一
九
五
二
年
に
出
版
し

た
ば
か
り
の
『
ア
メ
リ
カ
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
』
が
書
棚
に
あ
っ
た
。
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50

し
か
し
、
ニ
ー
バ
ー
は
政
治
学
の
研
究
者
で
は
な
く
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
大
学
院
で
神
学
修
士
を
と
っ
た
後
、
牧
師
と
し
て
出
発
し
た
の

で
あ
っ
た
。
私
が
邦
訳
し
た
『
教
会
と
社
会
の
間
で
――
牧
会
ノ
ー
ト
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、Leaves from

 the N
otebook of a 

T
am

ed C
ynic, 1927

）
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
の
一
四
年
間
、
牧
師
と
し
て
新
興
都
市
デ
ト
ロ
イ
ト
で
牧
会
し
た
と
き
の

日
記
で
あ
る
。
二
五
年
間
の
学
究
生
活
の
後
に
「
牧
会
の
職
務
と
問
題
に
取
り
組
ん
だ
と
き
の
私
の
未
熟
さ
を
後
悔
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、

牧
会
に
献
身
し
た
年
月
を
私
は
後
悔
し
て
い
な
い
」（
同
訳
書
、
二
―
三
頁
）
と
一
九
五
六
年
の
「
新
版
の
た
め
の
序
文
」
に
書
い
た
ニ
ー

バ
ー
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
何
故
、
私
が
『
教
会
と
社
会
の
間
で
』
を
邦
訳
し
た
の
か
は
、
国
際
基
督
教
大
学
で
の
大
学
紛
争
と
関
係
し
て
い
る
。
当
時
、

新
左
翼
の
学
生
に
同
情
的
で
あ
っ
た
私
を
、「
現
実
」
に
引
き
戻
し
て
く
れ
た
の
は
東
京
神
学
大
学
の
大
木
英
夫
教
授
で
あ
っ
た
。
本
書
は

私
に
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
の
原
点
を
教
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
ニ
ー
バ
ー
が
そ
の
「
序
言
と
弁
明
」
に
書
い
て
い

る
言
葉
に
、
当
時
の
私
は
助
け
ら
れ
た
。

だ
が
こ
の
よ
う
な
巡
回
「
預
言
者
」
か
ら
ど
の
よ
う
な
圧
力
が
加
わ
っ
て
も
、
牧
師
は
預
言
者
で
あ
る
と
と
も
に
政
治
家

（a statesm
an

）
で
も
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
事
実
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
牧
師
に
は
原
理
と
と
も
に
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
責
任
が
あ
る
。
特
殊
な
状
況
に
あ
っ
て
と
る
べ
き
行
動
は
、
絶
対
的
な
基
準
の
み
な
ら
ず
。
牧
師
が
指
導

し
て
い
る
人
々
の
生
活
の
中
で
可
能
な
手
段
を
考
慮
し
て
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
る
。（
同
訳
書
、
八
頁
）

政
治
家
は
、
政
治
的
手
腕
が
往
々
に
し
て
機
会
便
乗
主
義
に
堕
し
、
そ
の
機
会
便
乗
主
義
と
不
誠
実
は
厳
密
に
は
区
別
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
預
言
者
は
、
そ
の
高
い
展
望
と
判
断
の
非
妥
協
性
が
常
に
そ
の

中
に
無
責
任
な
語
調
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。（
同
訳
書
、
九
頁
）
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51 ニーバーの「キリスト教現実主義」をめぐって

こ
う
言
っ
た
後
、
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
法
王
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
よ
り
も
、
あ
る
い
は
預
言
者
で
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ロ
イ
ド
・
ギ
ャ
リ
ス
ン
（W

illiam
 Lloyd G

arrison,  

奴
隷
廃
止
運
動
を
展
開
し
た
人
物
）
が
政
治
家
で
あ
り
、
か
つ
機
会
便
乗
主
義

者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
よ
り
も
道
徳
的
に
優
れ
て
い
た
と
信
ず
る
理
由
は
な
い
、
と
言
い
切
っ
て
い
た
の
に
、
開
眼
さ
れ

た
思
い
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
信
条
倫
理
」
と
「
責
任
倫
理
」
の
区
別
が
初
め
て
分
か
っ
た
気
が
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
疑
う
こ
と
な
く
、
新
左
翼
の
学
生
た
ち
の
信
条
主
義
と
抵
抗
主
義
と
反
対
主
義
に
対
抗
し
て
、
大
学
の
保
持
と
維
持

の
た
め
に
励
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
に
立
っ
た
行
動
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

ニ
ー
バ
ー
か
ら
深
く
学
ん
だ
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
に
言
う
と
、
ニ
ー
バ
ー
の
翻
訳
に
際
し
て
、
分
か
り
や
す
く
翻
訳
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
ニ
ー
バ
ー
と
い
う
と
ギ

フ
ォ
ー
ド
講
演
の
一
部
（『
光
の
子
と
闇
の
子
』
と
『
人
間
の
本
性
と
運
命
』
の
前
半
）
が
出
て
い
た
が
、
難
解
だ
と
自
他
共
に
思
い
込
ん

で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
は
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
本
書
は
日
記
で
も
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
書
物
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
原
点
が
牧
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
よ
い
書
物

で
あ
っ
た
。キ

リ
ス
ト
教
現
実
主
義
に
対
す
る
疑
問

と
こ
ろ
が
、
私
は
ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
に
は
、
深
い
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
い
や
、
近
年
益
々
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実

主
義
」
に
対
す
る
疑
問
は
深
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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私
が
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
に
対
す
る
批
判
を
最
初
に
書
い
た
の
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
』（
新
教
出
版
社
、

一
九
六
七
年
）
の
な
か
の
「
ベ
ト
ナ
ム
問
題
――
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
私
が
当
時
ア
メ
リ
カ
に
い
て
、
実
感
し
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
何
故
ア
メ
リ
カ
・
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会（
N
C
C
）を
初
め
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
主
流
教
会
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
し
て
、
つ
ま
り
そ
の
軍
事
介
入
政
策
へ
の
批
判
が
遅
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。ニ

ー
バ
ー
が
批
判
を
始
め
た
の
は
ア
メ
リ
カ
が
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
を
始
め
た
一
九
六
五
年
で
あ
る
。
一
言
で
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会

に
道
徳
主
義
に
対
し
て
「
キ
リ
ス
ト
現
実
主
義
」
の
考
え
が
広
が
っ
た
た
め
に
、
現
実
の
政
策
に
対
す
る
批
判
が
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
を
主
張
し
た
ニ
ー
バ
ー
自
身
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
は
F
O
R（Fellow

ship of R
econciliation

）
と
い
う
絶
対
平
和
主
義
者
の
団
体
の
委
員
長
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
四

年
に
突
如
辞
任
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
を
主
張
し
始
め
る
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
幻
滅
か
ら
、
平
和
主
義
一
色
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
バ
ー
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
ま
た
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
主
要
な
教
会
雑
誌
の
論
調
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
つ
ま
り
日
本
の
軍
部
の
満
州
政
策
や
ド
イ
ツ
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
が
台
頭
し
て
か
ら

ニ
ー
バ
ー
の
態
度
が
変
わ
り
始
め
る
。
日
本
や
ド
イ
ツ
の
強
引
な
や
り
方
に
「
道
徳
的
」
に
反
対
し
て
も
、
効
き
目
は
な
い
。
ナ
チ
ス
の
拡

大
を
止
め
る
た
め
に
は
、
現
実
的
に
軍
事
力
で
対
抗
す
る
以
外
に
は
な
い
。

日
光
の
東
照
宮
に
あ
る
左
甚
五
郎
の
猿
の
彫
り
も
の
の
よ
う
に
、
悪
い
こ
と
に
対
し
て
「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
い
わ
ざ
る
」
で
は
、
非

現
実
的
な
無
責
任
な
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
（R

. N
iebuhr, C

hristianity and Pow
er Politics, 1940

）。
そ
れ
こ
そ
現
代
キ
リ
ス
ト
教
の

危
機
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ニ
ー
バ
ー
が
一
九
四
一
年
に
出
版
し
始
め
た
の
が
、C

hristianity and C
risis 

誌
（
以
下
「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
と
す
る
）
で
あ
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53 ニーバーの「キリスト教現実主義」をめぐって

る
。
こ
れ
は
、
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
の
学
長
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ュ
ー
セ
ン
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
の
学
長
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
カ
イ
な
ど
の
広
い

支
持
が
あ
っ
た
。
隔
週
刊
行
誌
で
、
二
万
部
ち
か
く
読
ま
れ
て
い
た
。
と
く
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
上
院
議
員
に
人
気
の
あ
っ
た
雑
誌
で
あ
っ

た
。な

お
、
当
時
は
現
実
主
義
が
流
行
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
のglaubige R

ealism
us

（
信
仰
的
現
実
主
義
、
一
九
三
二
年
の

「
宗
教
状
況
」）
や
ク
レ
ー
マ
ー
のbiblishe R

ealism
us

（
聖
書
的
現
実
主
義
、
一
九
三
八
年
の
「
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
使
信
」）
な
ど
が
あ
る
が
、
す
べ
て
ニ
ー
バ
ー
と
バ
ル
ト
に
近
い
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ネ
オ
・
オ
ー
ソ
ド
ク

シ
ー
と
呼
ば
れ
た
神
学
的
立
場
で
あ
っ
た
。
弟
の
H
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ー
バ
ー
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
訳
し
な
が
ら
、R

eligious R
ealism

（
宗
教
的
現
実
主
義
、in R

eligious R
ealism

, ed. D
. C

. M
acintosh, 1931

）
の
立
場
を
と
っ
た
。

と
こ
ろ
で
満
州
事
変
を
め
ぐ
っ
て
、
ニ
ー
バ
ー
兄
弟
が
論
争
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
弟
が
平
和
主
義
者
で
、
兄
が
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義

者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
弟
が
平
和
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
の
弟
子
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
支
持
者
で
あ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ラ
ム
ゼ
イ
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教

授
）
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
署
名
し
た
と
き
に
、「
ま
る
で
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
が
そ
れ

ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
」
と
慨
嘆
し
た
の
で
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は
、
日
本
海
軍
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
奇
襲
攻
撃
な
ど
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会

に
お
け
る
平
和
主
義
の
立
場
、
現
実
主
義
の
立
場
の
い
ず
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
日
本
の
戦
争
開
始
に
よ
っ
て
解
決
を
見
た
の

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
現
実
主
義
の
路
線
へ
と
傾
い
た
の
で
あ
る
。
戦
争
を
欲
し
て
い
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
日
本
の
攻
撃
に
よ
っ
て

救
わ
れ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
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ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
と
ニ
ー
バ
ー
の
態
度

し
か
し
、「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
の
立
場
表
明
を
す
る
こ
と
が
遅
れ
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の

主
流
教
会
、
そ
し
て
ニ
ー
バ
ー
も
明
確
に
反
対
す
る
こ
と
が
時
期
的
に
遅
れ
、
戦
争
反
対
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

の
北
爆
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
道
徳
主
義
に
反
対
し
た
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
が
ア
メ
リ
カ
の
教
会
に
受
容
さ
れ
た
か
ら
だ
、
と
い
う

の
が
私
の
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ニ
ー
バ
ー
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
現
実
主
義
者
で
あ
っ
た
外
交
評
論
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
で
さ
え
、
一
九
六
四
年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
て
い
た

が
、
ニ
ー
バ
ー
が
「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
た
の
は
、
一
九
六
五
年
の
六
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。「
ク
ラ
イ

シ
ス
」
誌
が
ベ
ト
ナ
ム
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
一
九
六
四
年
の
六
月
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
、
ニ
ー
バ
ー
は
い
わ
ゆ
る
「
ド
ミ
ノ
理
論
」
を

信
じ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
が
共
産
化
す
れ
ば
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
共
産
化
す
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
共
産
主
義
と
い
う
悪
を
防
止

す
る
た
め
に
は
現
実
的
に
戦
争
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

道
徳
的
に
で
は
な
く
現
実
的
に
「
力
の
政
治
」
も
考
慮
し
て
外
交
は
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ニ
ー
バ
ー
の
立
場
を
宣
伝
し
た
の
は
、
ア
ー

ネ
ス
ト
・
リ
フ
ェ
ー
ヴ
ァ
ー
（E

rnest W
. Lefever

）
の
著
書 E

thics and U
nited States Foreign Policy, 1957

（『
倫
理
と
ア
メ
リ
カ
外

交
政
策
』）
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
主
張
す
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
教
会
に
あ
ま
り
に
広
が
っ
た
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
批
判
に
遅
れ
を

と
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

一
九
六
五
年
の
七
月
と
一
二
月
に
、「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
」
誌
と
「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
は
「
外
交
政
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
共
同
声
明
を
出

し
て
、
N
C
C
の
国
際
問
題
委
員
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
突
き
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
教
会
内
で
も
世
界
教
会
協
議
会
（
W
C
C
）
や
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東
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
（
E
A
C
C
）
な
ど
か
ら
反
対
声
明
が
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

と
く
に
、「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
に
出
た
イ
ン
ド
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ラ
ッ
セ
ル
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
T
・
ダ
ニ
エ
ル
・
ナ
イ

ル
ズ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
批
判
論
文
で
あ
る
。
こ
と
に
ナ
イ
ル
ズ
の
最
後
の
一
句
「
ア
ジ
ア
人
の
生
命
は
安
価
な
の
か
」（Is hum

an life in 

A
sia cheap?

）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
の
人
び
と
に
戦
争
の
持
つ
道
徳
的
問
題
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

個
人
的
に
思
い
出
す
の
は
、
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
を
辞
任
し
て
い
た
ヴ
ァ
ン
・
デ
ュ
ー
セ
ン
（H

enry P. VanD
usen

）
と
の
議
論
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ン
・
デ
ュ
ー
セ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
支
持
し
て
い
た
。
彼
は
ニ
ー
バ
ー
が
、
ナ
チ
ズ
ム
と
の
戦
争
を
支
持
し
て
発
行
し
た
「
ク
ラ
イ

シ
ス
」
誌
の
発
行
人
に
な
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ニ
ー
バ
ー
が
べ
ト
ナ
ム
戦
争
を
批
判
す
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
あ
く
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
の
主
張
を
し
た
私
に
最
後
に
言
っ
た
言
葉
を
思
い
出
す
。「
そ
れ
に
し
て
も
、
私
の
よ
う
に
大
き

な
ア
メ
リ
カ
人
が
、
君
の
よ
う
に
小
さ
な
ア
ジ
ア
人
を
い
じ
め
て
い
る
の
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
図
だ
」。

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
日
本
の
教
会
か
ら
「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
求
め
る
キ
リ
ス
ト
者
の
緊
急
会
議
の
活
動
と
し
て
大
村
勇
氏
を
団
長
と
す

る
飯
坂
良
明
氏
な
ど
の
超
教
派
に
よ
る
平
和
使
節
団
が
一
九
六
五
年
の
七
月
に
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
協
議
会
と
話
し
合
っ
た
こ

と
も
ア
メ
リ
カ
の
教
会
に
対
す
る
モ
ー
ラ
ル
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
そ
の
当
時
日
本
で
、
た
だ
一
人
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
支
持
し
た
の
は
、
大
木
英
夫
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
が
イ
ン
テ
リ
と
同
じ
く
、
み
な
ソ
連
寄
り
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
ロ
マ
ド
カ
が
主
唱
す
る
「
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
」
一
色
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
が
憲
法
で
い
う
よ
う
な
健
全

な
る
民
主
主
義
の
た
め
に
は
、
あ
え
て
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
感
じ
て
い
た
私

は
、
大
木
の
採
っ
た
立
場
は
理
解
で
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
木
英
夫
の
師
で
あ
る
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
に
は
疑
問
を
持
た
さ
れ
た
。

第
一
は
、
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
後
に
は
、
明
確
に
北
爆
に
反
対
を
表
明
し
た
が
、
軍
事
介
入
に
対
す
る
警
告
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
二
に
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
主
義
を
単
な
る
感
傷
主
義
と
片
づ
け
る
こ
と
に
疑
惑
を
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感
じ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
道
徳
あ
る
い
は
倫
理
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
ー
バ
ー
の
態
度
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
ニ
ー
バ
ー
が
支
持
す
る
民
主
党
自
体
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
し
て
分
裂
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
側
近
で
あ
る
D
・
ラ
ス
ク
、
M
・
バ
ン
デ
ィ
ー
、
A
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど “best and 

brightest ” 
が
冒
し
た
過
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
が
一
九
六
一
―
六
九
年
に
国
防
長
官
で
あ
り
、「
歩
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ

た
ロ
バ
ー
ト
・
S
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
で
あ
る
が
、
後
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
過
ち
を
認
め
て
い
る
。
他
方
、
外
交
委
員
会
の
委
員
長
フ
ル
ブ
ラ
イ

ト
と
そ
の
委
員
で
あ
る
モ
ー
ス
上
院
議
員
は
つ
と
に
反
対
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。

ニ
ー
バ
ー
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
見
た
の
は
、
六
六
年
二
月
の
「
ク
ラ
イ
シ
ス
」
誌
の
二
五
周
年
祝
賀
会
で
あ
っ
た
。
委
員
長
の
ベ
ネ
ッ
ト
と

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
困
っ
た
顔
を
し
な
が
ら
、
話
を
聞
い
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ハ
ン
フ
リ
ー
副
大
統
領
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
を
「
ニ
ー
バ
ー

的
な
現
実
主
義
者
」
と
た
た
え
る
話
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
ニ
ー
バ
ー
の
伝
記
の
中
で
ニ
ー

バ
ー
に
と
っ
て “m

ost painful m
om

ent ”
（
最
も
痛
ま
し
い
瞬
間
）
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
C
・
C
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
『
ニ
ー
バ
ー
と
そ
の

時
代
』（
高
橋
義
文
訳
）
の
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
を
、
訳
者
は
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
舵
取
り
を
間
違
え
た
冒

険
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
原
文
は “A

 M
isguided Venture in Southeast A

sia ” 

で
あ
る
。
誤
っ
て
導
か
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

私
は
ニ
ー
バ
ー
が
、
は
じ
め
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
彼
は
一
九
五
〇
年
以
来
国

務
省
の
顧
問
で
あ
っ
た
し
、
ア
メ
リ
カ
教
会
は
、
そ
れ
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
た
め
に
「
誤
っ
て
導
か
れ
た
」
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ニ
ー
バ
ー
は
N
C
C
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
れ
は
ニ
ー
バ
ー
の
反
道
徳

主
義
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
の
影
響
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
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ニ
ー
バ
ー
評
価
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

こ
れ
ま
で
、
ニ
ー
バ
ー
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
い
う
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
で
指
摘
し
た
の
は
W
・
L
・
ミ
ラ
ー
だ
け
で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
の
肖

像
が
タ
イ
ム
誌
の
表
紙
に
出
た
頃
で
あ
る
。
何
故
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
神
学
を
好
む
が
、
そ
の
政
治
を
嫌
い
な
保
守
主
義
者
た
ち
（
例
え
ば

「
タ
イ
ム
」
誌
と
「
ラ
イ
フ
」
誌
の
社
主
で
あ
る
H
・
ル
イ
ス
氏
）
に
誤
解
さ
れ
、
逆
に
そ
の
政
治
は
好
む
が
そ
の
神
学
が
嫌
い
な
リ
ベ
ラ

ル
た
ち
に
誤
解
さ
れ
る
の
か
。
ニ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
そ
の
神
学
か
ら
政
治
が
で
て
く
る
の
に
で
あ
る
。
こ
こ
に
ミ
ラ
ー
は
ア
イ
ロ
ニ
ー

を
見
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と
き
に
ニ
ー
バ
ー
に
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
見
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
人
に
し
か
見
え
な
い
ア
イ
ロ
ニ
ー
か
も
知
れ
な
い
。

私
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
み
な
ら
ず
、
如
何
な
る
戦
争
に
も
反
対
す
る
の
は
、
以
下
の
三
理
由
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義

は
も
は
や
肯
定
で
き
な
い
三
つ
の
理
由
で
あ
る
。

（
1
） 

現
代
戦
争
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
に
至
る
ま
で
、
非
道
徳
的
で
あ
る
。
現
代
戦
争
は

「
総
力
戦
争
」
で
あ
っ
て
、
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
の
区
別
が
な
い
。
婦
人
や
子
供
を
巻
き
込
み
、
戦
争
の
性
格
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
に
、
わ
が
国
の
敗
戦
が
示
す
よ
う
に
、
原
子
爆
弾
、
核
兵
器
を
発
明
し
て
し
ま
っ
た
。
一
瞬
に
し
て
何
万
人
を
殺
略
し
て
し
ま
う
、
大
量

虐
殺
の
時
代
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
A
B
C
と
い
う
非
人
間
的
な
兵
器
を
生
み
出
し
、
よ
り
残
虐
性
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を
増
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
さ
ら
に
人
体
に
数
世
代
に
及
ぶ
有
害
を
生
み
出
す
。「
義
戦
」（Just W

ar

）
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
体
制
の
遺
物

で
あ
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
ま
だ
冷
戦
構
造
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宮
田
光
雄
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
約
一
〇
〇
〇
万
の
死
者
の
う
ち
、
九
五
％
が
軍
人
で
、
一
般
市
民
は
わ
ず
か

五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
こ
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
朝
鮮
戦
争
で
は
こ
れ
が
逆
転
し
て
、
軍

人
一
六
％
に
対
し
て
市
民
が
な
ん
と
八
四
％
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
傾
向
は
益
々
進
ん
で
、
あ
る
推
計
に
よ
れ
ば
第
三
次
世
界
大
戦
に
な

れ
ば
、
死
者
三
億
人
と
し
て
、
軍
人
二
％
に
対
し
て
、
一
般
市
民
は
九
八
％
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
宮
田
光
雄
『
思
想
史
論
集
』
第

一
巻
、
二
〇
〇
六
）。

ヨ
ー
ダ
ー
が
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
を
晩
年
、「
後
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
神
学
者
」（Post-C

hristendom
 T

heologian

）
と
呼
び
、「
核
平

和
主
義
者
」（nuclear pacifist

）
あ
る
い
は
メ
ノ
ナ
イ
ト
と
同
じ
く
「
実
際
的
に
は
平
和
主
義
者
」（practically pacifist

）
に
な
っ
た
と

い
う
所
以
で
あ
る
。

（
2
） 

現
代
戦
争
は
非
人
間
的
で
あ
る
。
日
常
生
活
で
は
人
を
殺
す
と
い
う
異
常
な
こ
と
を
、
戦
争
で
は
日
常
的
な
こ
と
と
し
て
、
平
然

と
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
戦
争
は
、
拷
問
を
始
め
と
し
て
、
慰
安
婦
な
ど
日
常
で
は
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
を
し
で
か
す
。
戦
争
は
、
人
間
を

狂
気
に
し
て
し
ま
う
。

日
本
が
憲
法
第
九
条
で
、
一
切
の
武
力
を
放
棄
し
た
の
は
、
幣
原
喜
重
郎
の
天
皇
制
護
持
が
そ
の
本
来
の
理
由
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

一
九
二
八
年
の
ハ
ー
グ
に
お
け
る
不
戦
条
約
の
精
神
が
生
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

小
山
晃
祐
が
い
う
よ
う
に
、「
異
教
国
日
本
は
、
は
か
ら
ず
も
第
九
条
で
イ
エ
ス
に
、
ほ
か
の
ど
の
国
よ
り
近
づ
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
国
、

軍
国
ア
メ
リ
カ
は
ど
の
国
よ
り
も
こ
の
点
で
イ
エ
ス
の
心
か
ら
遠
い
国
だ
ろ
う
」。

第
九
条
は
、
日
本
人
が
絶
対
平
和
主
義
者
で
な
け
れ
ば
遵
守
で
き
な
い
条
項
で
あ
る
。
い
や
、
日
本
人
が
良
心
的
兵
役
拒
否
者
に
な
ら
な
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け
れ
ば
遵
守
で
き
な
い
。
し
か
も
、
日
本
の
敗
戦
が
、
長
崎
の
聖
地
で
あ
る
浦
上
天
主
堂
の
上
で
炸
裂
し
た
原
爆
で
あ
る
こ
と
は
意
味
深
長

で
あ
る
。
永
井
隆
が
い
う
よ
う
に
、
神
に
献
げ
ら
れ
た
「
燔
祭
」（H

olocaust

）
で
あ
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
者
の
責
任
は
大
き
い
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
敗
戦
と
新
し
い
憲
法
制
定
は
、
神
の
深
い
摂
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
3
） 

さ
ら
に
、
M
・
L
・
キ
ン
グ
が
、
イ
エ
ス
の
精
神
を
ガ
ン
デ
ィ
の
方
法
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
者
は
非
暴
力
（non-

violence

）
の
公
民
権
運
動
か
ら
、
平
和
主
義
を
実
践
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
非
暴
力
に
よ
る
抵
抗
は
、
抵
抗
運
動
と
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
を
イ
ン
ド
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
証
明
し
た
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
ニ
ー
バ
ー
は
そ
う
考
え
な
い
。
彼
は
非
暴
力
運
動
は
よ
り
「
罪
が
少
な
い
」
と
は
思
う
が
、
そ
の
支
持
者
が
「
誇
り
」
を
持

つ
な
ら
「
も
っ
と
罪
深
い
」
と
考
え
る
。

し
か
し
、
私
は
そ
う
考
え
な
い
。
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
に
対
す
る
J
・
H
・
ヨ
ー
ダ
ー
の
平
和
主
義
（Pacifism

）
の
ほ

う
が
、
つ
ま
り
今
日
の
聖
書
的
現
実
主
義
（B

iblical R
ealism

）
の
立
場
の
ほ
う
が
、
よ
り
現
実
的
だ
と
思
う
。
藤
原
淳
賀
が
「
ジ
ョ
ン
・

ハ
ワ
ー
ド
・
ヨ
ー
ダ
ー
の
神
学
――
そ
の
重
要
性
と
課
題
」（『
ジ
ョ
ン
・
ヨ
ー
ダ
ー
の
神
学
』
新
教
出
版
社
）
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
ス

タ
ッ
セ
ン
ら
が
主
張
し
て
い
る
「
神
の
国
倫
理
」
の
立
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
非
暴
力
運
動
に
基
づ
い
た
絶
対
平
和
主
義
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
の
九
月
に
そ
れ
ま
で
公
民
権
運
動
に
没
頭
し
て
い
た
キ
ン
グ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
た
。
良
心
的
兵
役
拒
否
者
を
ク

エ
イ
カ
ー
や
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
よ
う
な
宗
教
的
良
心
に
限
ら
な
い
「
良
心
」
に
拡
大
し
た
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
戦
争
反
対
運
動
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
し
も
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
学
生
た
ち
の
非
暴
力
運
動
に
よ
っ
て
、
収
束
し
た
の
で
あ
っ

た
。こ

れ
ま
で
、
非
現
実
的
と
思
わ
れ
て
い
た
、
ク
エ
イ
カ
ー
や
メ
ノ
ナ
イ
ト
ら
の
平
和
主
義
の
ほ
う
が
、
よ
り
「
現
実
的
」
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ヨ
ー
ダ
ー
が
急
逝
し
た
後
に
、
ス
タ
ッ
セ
ン
ら
が
編
集
し
た
『
子
羊
の
戦
争
』（T

he W
ar of the Lam

b, 2009

）
は
そ
の
副
題
が
示
す
よ

う
に
「
非
暴
力
と
平
和
造
り
の
倫
理
」（T

he E
thics of N

onviolence and Peacem
aking

）
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
、
ガ
ン
ジ
ー
、
キ
ン

グ
ら
の
非
暴
力
と
平
和
主
義
に
立
っ
た
聖
書
的
現
実
主
義
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
と
く
に
私
た
ち
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
言
う
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
で
は
な
く
、
聖
書
的
現
実
主
義
に

立
っ
て
、
憲
法
の
第
九
条
を
守
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
今
日
の
ニ
ー
バ
ー
研
究
に
お
け
る
私
の
結
論
で
あ
る
。
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